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子子子供供供ががが遊遊遊べべべるるるふふふるるるさささとととののの川川川へへへ、、、自自自然然然豊豊豊かかかななな川川川ののの散散散歩歩歩道道道ににに、、、   きききれれれいいいななな川川川にににしししままましししょょょううう！！！ 

  登戸～宿河原、二ケ領用水を散策 ！ 

水の街“座間”を散策しました 

後のバブル時には、梨畑が突然、砂利の採取

場に変わり砂利ブームが起きたことを思い

出した。この地域は遥か昔は海の一角とか。

砂利は思わぬ宝に化けました。 

の後、川崎市緑化センターで温室や庭 

園を散策し、最後に川沿いの吉田兼好

の徒然草１１５段の碑の前で記念写真を撮

りました。 

策は 12 時ころに終わり、宿河原駅近 

くのレストランで昼食。ビールで乾杯

し昼食を兼ねた新年会となりました。 

帰りは向ヶ丘遊園駅まで歩く。以前運行

していたモノレールは撤去され跡地は遊歩

道として整備されていました。その一角に

はスーパーダイエー、当時の白い建物が健

在で。流通合理化の犠牲の生き証人の感じ

がしました。 

午後２時に鶴川に戻り、4 時間の散策と

なりました。天候に恵まれて清々しい 1 日

でした。この日の歩行は 15000 歩でした。

皆様ありがとうございました。 

（記：生江 透） 

れる姿はホットするひと時です。 

   事ですが、昭和５０年前後に、宿河原 

にあった工場に勤めていました。しか

し当時の様子は全くなく住宅が密集してい

る様子に驚き。しばらく散策していると、「宿

河原幼稚園」の案内が目に入りました。 

この幼稚園には子供 2 人がお世話になりま

した。何回かは送り・迎えをしたような記憶

が蘇りました。近くには南武線があり、当時

この沿線には多摩川梨が溝の口から稲田堤

にかけて栽培されていました。1980 年前
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     年の地域散策は多摩川宿河原堰から 

取    取水している「二ケ領用水」を散策し

ました。1月 13 日(日)、8 名が参加し、鶴

川を 10 時に出発して登戸駅で下車、多摩川

に出る。朝方は曇り空、寒いスタートでした

がその後天候に恵まれて散策を楽しむこと

ができました。 登戸駅周辺は整備のため工

事中で雑然としていました。 

初の見学は「二ケ領せせらぎ館」。 

昭和４９年の台風で宿河原堰は狛江

側が決壊し大きな被害が起きました。住宅が

プカプカと流されている光景に驚きました。

二ケ領せせらぎ館は堰提を整備する過程で

記念館として新設されました。多摩川の魚な

どが数多く飼育されている。 

もそも二ケ領用水は多摩川からの水 

を人工的に流し稲毛領と川崎領にま 

たがる田んぼの農業用水として利用するた

めに作られた人工用水で、1611年(慶長16

年)に完成した大治水工事でした。この川沿

いには桜の木が植えられ春になると両岸に

桜が満開、そして流れに桜吹雪の花びらが流
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 徒然草 115段の碑に前で 



  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

                          

  

 

らいを行いました。その後川の水を注入し、

12 時頃には川底の砂利が見えるほどきれい

になり、参加者から「底がきれいに見える」

と歓声が上がりました。 

池に戻し 

た生き物が 

気持ちよさ 

そうに泳い 

で行きまし 

た。午後１ 

時４０分か 

いぼりが終了。 

使った土のう袋は１００袋を超えたとの

こと。池の設置以来２７年振りのかいぼりで

池がきれいによみがえりました。 

これからも市民にさらに親しまれる池と

なるよう取り組んでいきます。（記：黒田） 

 

 

 

 

 

１２月の清掃報告 

１２月９日には 12 名が参加し 1７袋のゴミと電

気釜や傘・蛍光灯などを回収しました。 

天候は曇りで寒い日でしたが、今年度最後の

清掃日で、1 月 2月は例年清掃を休みにしてい

るため念入りにゴミを拾いました。魚や生き物は

ほとんど見当たりませんでした。 

３月・４月の清掃（クリーン作戦）の予定 

☆３月１0日（日）、４月１４日（日） 

☆集合：9：30 下堰親水場 

(能ｹ谷４丁目、魁力屋ラーメン店裏) 

☆持物：軍手。その他ごみ袋、火ばさみ 

や長靴など一部用意があります。 

☆解散予定 １１:00  

真光寺川の川の中と周囲の道路のゴミを 

分担して拾います。どなたでも参加でき 

ます。ご一緒に川をきれいにしませんか 

 

 

 

 

 

１２月２６日（木）～２７日（金）、東京都

が真光寺川の右岸の権現橋と下堰橋の間にあ

る池（通称五條池）のかいぼり（掻い掘り・泥

さらい）を行いました。当会は発足以来この池

の清掃を行ってきた関係からボランティアと

してお手伝いしました。 

東京都の担当は南多摩東部建設事務所

（以下南東建）で午前８時から池の水抜き

が始まりました。１０時に南東建と当会会

員が集合して開始の挨拶を行い、生き物捕

りがスタートしました。 

小さい池ですがエビが最も多く、黒メダ

カが 100 匹位、アメリカザリガニも約３０

匹、タモロコが 10 数匹、ドジョウが２匹、

小さいフナも捕れました。11 時からは池の

泥をさらい土のう袋に詰めました。しかし

なかなかさらいきれず、翌日も朝から泥さ

五條池 27 年ぶりのカイボリ実施 

☆真光寺川を清流にする会 代表：山本隆治    

事務局：黒田 TEL/FAX:042-708-4269   

（ご意見・問合せは黒田までお寄せください）                    

☆真光寺川を清流にする会のＨＰ  

http://www.shinkojigawa.com/ 

e-mail: kawasemi@shinkojigawa.com 
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メダカポスト： お礼 

１２月～１月は広袴 3丁目の 

石川様、能ｹ谷 6丁目の岡村様 

鶴川４丁目の芦田様、能ｹ谷２丁 

目の鈴木様からのご寄付に、一 

木会からのご寄付を合算し 17,049 円でした。 

当会の活動に対しお寄せいただいたご厚志に深 

く感謝いたします。  

 

 

 

 

 

 

お願い！ 真光寺川通信は紙面か E メールでお 

届けしています。 

現在メール配信を推進しています。メール配信 

ではカラーでご覧いただけます。ご希望の方は 

下記までメールアドレスをお知らせください。 

 池の泥をさらい土のう袋に詰める 

http://www.shinkojigawa.com/
mailto:kawasemi@shinkojigawa.com

